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 宮城幹夫氏の博士論文最終口頭試問は、日時を学内公示の上、審査委員 4 名の出席の他
に 2名の陪席者を得て、2014 年 1 月 15 日 13 時 20 分より 14 時 45 分まで、国際基督教大学
教育研究棟 257 号室において行われた。	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る。にもかかわらず、彼らの礼拝はあくまでも英語を中心としたもので、在来の沖縄キリ
スト者が自然に参加できるような礼拝ではなかったため、アメリカ人キリスト者との実質
的な交流や接触はほとんど見られない、ということであった。	 
	 口頭試問におけるもっとも批判的な問いは、本論文の中核をなす「終末論的視点」の意
味とその社会正義との連関を問う主査からのものであった。冒頭の説明によれば、沖縄の
キリスト者は終末論的な視点を一貫して堅持した、ということの論証的な提示が本論文の
主旨であった。だが本論文では、度重なる米兵による強姦事件に対しては、複数箇所で「こ
のような視点が失われていた」ことが明記されている。「終末論的視点」は、沖縄の近世史
が如実に物語るごとく、彼岸的な諦念に終始した場合には、社会正義への希望や変革への
実践的行動を挫く結果をもたらす。したがって、酷悪な犯罪を目のあたりにした者にとっ
ては、むしろ終末論的な視点をもたずに現実変革を求める意思を強くすることの方が適切
なのではないか。この問いに対して執筆者は、人々の対応が不完全であることを認めた上
で、悲惨な事件や歴史の被害者本人たちにとり、尊厳の回復はけっして単なる水平次元で
の「社会正義」では満たされることがなく、それを越えた終末論的な希望によってのみ得
られる、ということを強調した。この意味において、終末論的な視点は地上の倫理的要請
を捌無せず、かえってその深化をもたらす。沖縄のプロテスタント基督者は、終末論的な
希望と現世的な倫理とのかかる弁証法的な緊張関係を常に意識して内在化する宿命にある、
と言わねばならない。論文主査と審査委員一同は、この説明を十分なものとして受け止め
た。	 
	 本論文は、執筆内容を特にアメリカの良識ある人々に届けたいという著者の強い意思に
より、英語での執筆となっている。沖縄、占領アメリカ軍、基地問題、キリスト教神学、
社会正義、平和主義、終末論的視点、などといった鍵語を含む論文は、英語圏の読者層に
訴える力があり、今後の出版の可能性も大きい。ただし、英語表現や文章力については、
学位論文の執筆としては許容される水準であっても、学術出版に要求される水準に達して
いるとは言い難い。出版を希望する場合には、かなりの修文が必要とされるであろう。	 
	 以上の所見を総合し、審査委員会は本論文が本学の要求する博士論文としての学術的水
準を満たすものと認められる、との結論に達した。病と年齢による負担を克服して基礎資
料を丹念に渉猟し、海外の学問的な関心からしても有意義と認められ得る博士論文へとま
とめ、これを英語で完成させた執筆者の努力を多としたい。	 
	 
